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いよいよ自転車青切符！
昨年度もお知らせしましたが、2024年4月に成立した改正道交法により、

今年の4月1日から16歳以上の自転車の交通違反に反則金納付が求められる

ようになります。自動車を運転していて交通違反をした場合に警察官から

手渡される交通反則切符、通称「青切符」が自転車の交通違反の場合も同

じようになるわけです。

右が自転車の青切符対象違反の主な

ものと反則金額案（25年4月に警察庁が

発表したもの）です。

携帯電話使用が12,000円と最も高額

になっているのは、それだけ重大事故

に繋がる恐れがあるということでしょ

う。「通行区分違反」は、自転車が通行

可能かどうかは歩道によっても年齢に

よっても違いますから、かなり意識し

ておかないと罰金6,000円が課せられて

しまう恐れがあります。「自転車制動装

置不良」はブレーキが効かない自転車ということ。難しい言葉で書いてありますが、「公

安委員会順守事項違反」というのは、イヤホンを付けて音楽を聴いていた

り、傘を差しながら運転したり、周りの状況を把握しにくい運転と判断さ

れれば罰金5,000円。「軽車両乗車積載制限違反」は二人乗り、罰金3,000円。

ちなみに、令和６年の自転車関連事故の件数は、全国で67,531件。その

内、人と自転車によるものは3,043件（正面からが843件、後ろからが648件、

横断中に起こった事故が955件、その他597件）。また、福井県では、2022年7月1日から自

転車保険への加入が義務化されていますが、ヘルメット着用は「努力義務」。ただ、自転

車乗用中の交通事故で亡くなった方の約6割が頭部に致命傷を負っています。ヘルメット

を着用していない場合の致死率は着用している場合に比べて約2.2倍高くなるという統計

があり、ヘルメットは頭部へのケガのリスクを約70％減少させると言われています。

自転車運転を見直すこの機会に、自身にとっても他者にとっても危険から身

を守り、みんなが幸せに暮らしていくために、今一度、我が子の自転車の安全

利用について家族で話し合ってみてください。
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青切符対象となる主な違反と反則金額案
2025.4.24

携帯電話使用（ながら運転） 12,000円

遮断踏切立ち入り 7,000円

信号無視 6,000円

通行区分違反 6,000円

指定場所一時不停止 5,000円

自転車制動装置不良 5,000円

公安委員会順守事項違反 5,000円

軽車両乗車積載制限違反 3,000円

親子のふれあい時間調査
シチズン時計が、令和7年3月、小学生の子どもを持つ共働き夫婦400組対象に

「親子のふれあい時間」について調査した結果、「家族が一緒に過ごす時間の1

日平均」は、平日2時間19分（2012年調査より41分減）、休日4時間19分（同70分減）とな

ったとのこと。この10年ほどで親が仕事で忙しくなったのか、子どもが習い事や塾の時間

が増えたのか。それとも、スマートフォン等によって親子がそれぞれの時間を過ごすよう

になったのか。いずれにせよ、親子の時間が減っているのはちょっと心配です。

さて、調査には「親子の会話時間」というのもあります。「一緒に過ごす時間」が減っ

ているので、当然、会話の時間も減っ

てしまいます。ただ、平日の母親との

会話の減り方が父親よりも大きいのは、

母親の忙しさが増している…というこ

とでしょうか。

休日は両親とも子どもと一緒にいる時間が

20分…2割ほど減少していますが、その時間

の過ごし方というと…。2012年と比べて「テ

レビ視聴」が26分、「ショッピング」18分、「ス

ポーツ・遊び」11分、「食事」は食べる量が

変わっているわけではないでしょうが14分も減少しています。「テレビ」よりもスマート

フォン等で動画を見ることが多くなっているようですから、"家族みんなでテレビを見る"

という風景がなくなりつつあることがこの数字からでも読み取れますね。「ショッピング」

の減少はオンライン購買の影響でしょうか。

続いて、子どもが家庭でスマートフォ

ン等を使っているのかを質問したところ、

平日の1日平均が1時間59分…ほぼ2時間と

いう結果。ただ、3時間以上利用している

子どもが全体の23.0％と、長時間利用が

心配な状況もあります。小学生の親子対

象の調査であり、14.8％の「利用してい

ない」には低学年が多いでしょうし、「3

時間以上」の23.0％には高学年が多いこ

とでしょう。また、宿題や勉強にもスマートフォン等を使うケースも考えら

れるのですが、それは20.5％に留まり、主に「動画視聴」（62.2%）や「ゲー

ム」（58.4%）に使用しているようです。

子どもも親も忙しい毎日。でも、子どもと過ごす時間は人生の中では、ほ

んの僅かな時間です。子どもの将来のためにも、親としていろいろなことを学ばせたい、

伝えたい、育みたいところ。そのためには、まずは一緒に居る時間をつくらなくてはなり

ません。一緒に居るための努力が必要な時代となっていますので、頑張りましょう。

2012年 2025年

１位 テレビ視聴 1時間41分 1時間15分

２位 ゲーム 58分 1時間6分

３位 ショッピング 1時間19分 1時間1分

４位 食事 1時間14分 1時間

５位 スポーツ・遊び 1時間11分 1時間

６位 勉強 43分 46分

休日（平均時間）

2012年 2025年 2012年 2025年

父親 54分 52分 2時間3分 1時間40分

母親 1時間55分 1時間34分 2時間27分 2時間3分

平日 休日



お子さんの目は大丈夫？
「スマホ斜視」という言葉を聞いたことがありますか？

2025年6月、日本弱視斜視学会で日本小児眼科学会が、急に発症す

る内斜視の一種の後天共同性内斜視…いわゆるスマホ斜視とデジタ

ル機器の関連について行った全国調査について報告しています。

急性内斜視はどの年代でも発症する可能性がある病気ですが、16歳をピークに中高生で

最も多く発症しているそうです。急性内斜視というのは、通常真っすぐを向いている２つ

の目のうち、左右どちらかが内側に寄って視線がずれる症状のこと。視線がずれることに

よって、物が二重に見えたり、遠近感がわかりづらかったり、立体的に見えなかったり…。

この状態を放置してしまうと、目が寄った状態が続き、片方の目で見ているものを脳が認

識しなくなり、立体的に物を見ることができなくなってしまうそうです。生活に支障がで

ますから、手術が必要になるケースもあるんだとか…。

急性内斜視は長時間ずっと近くの物を見続けていることが原因の1つとされています。

今、子ども達がスマホ・携帯型のゲーム機・タブレットの画面をじっと見続けている…と

いう場面をよく見かけますから、スマートフォンや携帯ゲームな

どのデジタル機器の過剰使用が考えられるそうです。

令和7年3月に公表されたこども家庭庁の調査では昨年度、子ど

もたちがスマートフォンなどインターネットを平日1日に利用し

た時間は小学校高学年で平均で約3時間44分、中学生で約5時間2分、高校生では約6時間19

分。大人も相当な時間スマホを利用しているとは思いますが、大人よりも中高生の方が多

く発症しているのは、子どもはなかなか症状を自覚できないことや、

違和感を感じても「スマホの見過ぎ!」と叱られる可能性もあって訴え

づらいということもあるのかもしれません。

学会の発表によると、デジタル機器を長時間視聴していた156人に、

視聴時間を減らして、視聴距離を30㎝以上に保ち、休憩を入れるように指導をした3か月

後には、10人（6％）の人のスマホ斜視が治ったそうです。また、スマホ斜視の初期に治

療を開始したり、スマホの視聴時間を半分以下に減らしたりすると改善しやすいことも明

らかになったようですから、早期発見が大切です。スマホ内斜視にならないようにするた

めには、スマホとの距離は30cm以上離し、30分に1回は30秒以上休憩することが大切だそ

うです。『30cm、30分、30秒』です。

急性内斜視になったかどうかは、少し離れた距離から文字などを見て、片目で見たら1

つに見えるのに両目で見たら二重に見えてしまう、もしくは片目で見た方が見えやすいと

いった場合、その疑いがあるとのこと。また、子どもの両目を30cmくらいの距離からスマ

ホのカメラでフラッシュ撮影して、白目の大きさが左右で違う場合や、フラッシュの白い

点が黒目のほぼ真ん中になかった場合は、斜視の疑いがあるようです。

5歳未満の幼い子どもは、斜視になっていても見え方がおかしいと訴えることがありま

せんから、親の気づきが大切です。2歳まではデジタル機器の使用を控え、2～5歳の子ど

もには家族で短時間の視聴になるように注意することが必要…ということですね。

青少年への愛のひと声活動……補導日誌から
○11月４日（火）17:00～

ottaの店員さんから「体操服を着た中学生の集団がかくれんぼのよう

な遊びを店内でしていたので再三注意したが、学校でも店内で遊ぶのは

よくないことを指導してほしい」とのお話を伺いました。

○11月５日（水）15:00～

市内の駐車場のコンクリート塀に外来種のセアカゴケグモ1匹がいたとの

こと。すでに駆除したらしいですが、注意が必要です。

○11月11日（火）17:00～

オルパークにて、1人で熱心に勉強していた女子高生は「テストが近く、

19時までがんばる」とのことだったので、気をつけて帰るよう話した。卒

業後の進学先が決まったと嬉しそうに話した高校生には、残りの高校生活

を穏やかに過ごし、ヒトに迷惑をかけないように伝えた。化粧をし、鞄の

飾りもたくさんつけていた、かなり派手な印象の女子高生が2人。特に指導

したわけではないが、「これで通学しているのか」と驚いた。

○11月17日（月）15:30～

ファミリーマート付近の道路で、自転車に乗った男子中学生が急に

飛び出し、あと少しで車との接触事故を起こすとこだったため、声掛

けをした。「危ないから、急に飛び出さず。左右をよく見て近くの交差

点を渡ってね」と伝えた。少し雨も降っていたので急いでいた？

○11月20日（木）17:00～

5時30分頃、量販店1階食品売り場で男子中学生3名が歩いていたの

で声掛け。外もだいぶ暗くなり、早めに帰るよう話したところ、習

いごとへ行くところとのことだった。また、6階ゲームコーナーでお

店の方に話を伺った。平日午前中に小学生らしき子どもが遊びに来

ていたため声掛けしたところ、「学級閉鎖中で暇だから来た」と話したという。「自宅にい

なければならないのでは？」と聞いたら帰宅したとのこと。

○12月３日（水）15:00～

otta2階は、以前より利用者が少なく、半分くらいの人数。試験前で勉

強する高校生が数名いた。学校側から利用の制限があるらしいとの話。


